
水産大学校の自己評価の仕組み

部・科別評価会議

評価単位：年度計画の最下位項目

目 的：部・科レベルでの教育研究業務等の評価

構 成 員：部（部長・課長 、科（各科長・教授））

注）研究業務にあっては、研究課題ごとに評価し積み

上げる。

・業務実績及び実績評価用シート

・研究実績及び実績評価用シート

・業務実績自己評価整理表

総合評価会議

目 的：部・科別評価の再評価、下位項目を上位項目

へ総合化。外部評価委員会へ自己評価の結果を

提出、同委員会の意見を踏まえ、自己評価最終

案とりまとめ。

構 成 員：理事長・理事・校長・部長・学科長・研究 ・中項目・大項目等評価一覧

科長・実習教育センター長・船長 ・業務実績自己評価

外部評価委員会

目 的：独法内部評価の結果を再評価

自己評価最終案 構 成 員：外部評価委員（８名）

提 出※

意 見評価結果の承認 農水省 独法評価委員会

水産大学校運営会議 必要に応じ（ ）

業務運営の改善等を勧告

評価結果の通知

総務省 政策評価・独立行政法人評価委員会

※農林水産省独立行政法人評価委員会への提出資料：

事業報告書、業務実績報告書、基礎項目別ウエイト付け一覧表（様式１＊ 、）

業務実績自己評価票（様式２＊ 、自己評価整理表）

＊独立行政法人水産大学校の業務の実績の評価基準（独立行政法人評価委員会水産分科会）に定め

られた様式


